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成形乾草 の栄泰特性

1  背 景 と特徴

県内における成形乾草の生産と販売が拡大されている中で、製品の適確な栄養価の評価がt

流通組飼料としての適正な売買と家畜か、の利用1/Cおいて望まれている。

そこで成形乾草の栄養特性の一端を明らかにするとともに農林省の規格格付けて案 )を紹介

する。

2 技 術 内容

1)成 形乾草の粗資白質や組脂肪含量は、相包乾革より高いが粗繊維は低い。      i

2)成 形乾草の栄養価は、材料車の革種混合害け合や生育段階による差が大きく、材料への施

肥量の多少や地域差、加工法の違いによる差は小さい。

3)成 形乾革の一般組成は、 1番草材料では生育ステージによる変化が明らかであり、業部

筆J合との相関が強く、再生材料では再生日数あるいは緑葉害け合との相F料が強い。

4) 1番 革における業部害じ合、再生草にかける緑葉割合は、生材料革1/Cおいて乾物消化率と

の相関が高く、製品の形態では緑度が栄養価と関連深い。t

5)製 品の単体比重量は、成形性をよく代表する要因であり、比重量が大きいほど成形よく、

粗質白質含量が高いが組繊維は低いなど栄養性との関連が大きい。

6)成 形乾車のTDN含 量は材料などの条件によっておおよそ下図のように示される。

マメ科混入多いもの    マ メ利草混入多く

マメ科車混入

少ないもの

又は枯葉多いもの

7)成 形乾草の農林省の格付基準 (案 )は次のとおりである。

10月9月8月7月6月5月

晶異歩暑憐舎云`     /ィ有
市慧諸贅各名評| |

| |
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55～95    〃

40以 上

7未満

3 ″

4未 満 1 4以 上

0.5未満、1.残性

規 格  外

5 5  〃    9 5  〃

40未 満

7以上

3  ″

指導上 の留意点

材料草の草種とその各け合、刈取次のステ
ージと何番刈かを確かめ、成形乾車の栄泰価のかお

よそを推定し、家畜に給与する。              '

4  試 験成績の概要

1)試 験課題名 :固形粗飼料調製技術の確立

2)試 験年次及び場所 昭 46～ 50年 岩 手畜試

3)試 験方法

① オ ーチヤードグラス主体混播材料による栄泰性と成形性の検討    ―

② 同 一材料による成形乾車と相包乾草の栄養価比較

4)試 験結果

オーテヤードグラス主体混播材料を用いた成形乾車の栄養性と成///成についてその特性

の一端を明らかにし、併せて成形乾車の農林省の規格格付け(案 )を紹介した。

5)主 駿成果の具体的データ
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図-1 成 形乾草の一般組成の経時的変化(クローパ混入10%以 下 )
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表-1 材 料条件の変化と製品性状

製 品 性 状

うな,8
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59 95

|  ~  |     |     十     1

グ ラス  |  〃 揃 ! 5‐ 3 1  1  3 2 . 0  1  1 4 . 5  1  7 1 77.9 10,75± 0,1841 71± 8.06

開花期 16.15 1 23.2 1 15.0 1 61.4 10,73± 0。1671 69± 11.52
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花
翌上
6 . 1 5  1  2 3 . 2 上

士 生……Ⅲ 6 1 . 4 … I U . 7 地
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表-2 材 料条件の変化と栄本4面
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表-3 同 一材料にもとづく加工法の違いと栄歩価比較~~十 ~~~~~―
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号督最釜務遅母!t戸1瓦訂f暑景;予章胃雪とここ;十;
北 農  試  (八 幡

1 番 草

ュープ 1 へ

2 番 草

キ

C e l l  W a l

呟 0 1
|

59.1

4 0。8

54.7

44.6

1

62.4

5,7

5 6 。1

70,0

5 9 , 4

7 5 , 5

5 5 . 9

C e l l  W a ■ l

i

監詐罵
二58.0」二蟹・3三二i空__上型と上ゴ坐_

6)残 された問題点

材料草の革種構成や生育日数 など殺因 による消化率やT DN推 定計算式の検討
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